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  対象：南京市の江心洲（長江に浮かぶ沙洲） 
  縮尺：二千分の一 
  作製時期・作製者：1947～48 年。南京市地政局 
  37 保公佈図：江心洲の五保のうち、第 37 保を対象とするもの 
  38 保公佈図：同じく、江心洲の五保のうち、第 38 保を対象とするもの 
  36 保《紙》3：同じく、江心洲の五保のうち、第 36 保を対象とするもの 
  《修正図》：江心洲五保の地籍図から一部を抜き出し、修正を加えたもの 
  記載データ：形状以外に、地番、地目、所有権者名／業権者名4、佃権者名、面積 













ある。現時点で確実なのは、1935 年 3 月に南京市上新河区（郷区）の所属であったこと、
日中戦争終了後の 1945 年秋に、上新河区が第十二区と改称されたことに伴い、その行政上
の所属は第十二区江定郷となったことである6。 
そして 1946 年 11 月に至ると、南京市市政会議が「南京市扶植自耕農辦法大綱」を制定
する（中央の地政署の批准後に公布・施行）。この大綱の第二条は、江心洲を「扶植自耕農
実験区」に指定している7。そこで、翌年の 1947 年から 48 年にかけて、南京市政府は、地
政局を中心に、江心洲における自耕農化を視野に入れた計画（「扶植自耕農実験区業務実施
計劃」）を実施に移していく。その第 3 段階が「土地測量」で、毎筆の土地測量、地価の決







5 南京市地名委員会編『江蘇省南京市地名録』（1984 年 9 月頃出版）の第 254 頁「江心洲公社概況」、およ
び『南京市雨花台区土地管理志』（方志出版社、1998 年）9 頁。 
6 『南京市雨花台区土地管理志』（方志出版社、1998 年）8 頁。 
7 『南京市政府公報』1 巻 12 期（1946 年 12 月 15 日）。 
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定、地籍図の作製、毎筆の面積計算などが、1947 年 3 月 1 日に開始され、1948 年 3 月 15
日にほぼ完了する8。前記の地籍図は、この第 3 段階に作製されたもので、1948 年 4 月には、
江心洲の五保を対象とする測量・製図・面積計算等の作業は終了していた9。台湾で収集し
た地籍図を 1947～48 年作製と推測したのは、これらの記事にもとづく。 
江心洲は、当時、洲全体が第十二区江定郷に所属し、そして郷内は、第 34・35・36・37・
38 の五つの保に分かれていた。図 1 に五保の位置を示したが、上流部（図 1 の左側）から
下流部（図 1 の右側）へ向かって、順に第 34・35・36・37・38 保と並んでいる。また面
積は洲全体で約 15 平方 km、洲の南北の長さは 15km で、最も幅の広いところが 2.5km、
周囲の長さは 30km ほどである10。1947～48 年の全洲の農家戸数は 953 戸、農民人口は















（1）最下流部の 38 保 
38 保は江心洲の最下流部に位置する。1932 年製地形図を見ると、長江本流や夾江に近い
                                                  
8 1948 年 8 月までの計画と実施については、「江心洲地籍図をどう読むか」（本ニューズレター所収）参照。 
9 『南京市政府公報』4 巻 8 期（1948 年 4 月 30 日）「江心洲扶植自耕農実験区近況」に、「清丈（毎筆の
土地測量）、製図、面積の計算などの作業は、五保に関してすでに全部完了」とある。 
10 『南京市政府公報』4 巻 4 期（1948 年 2 月 29 日）陳愨哉「江心洲扶植自耕農鳥瞰」。 
11 1947～48 年の戸数・人口・面積についての統計は、「江心洲地籍図をどう読むか」（本ニューズレター






を示した。また 1932 年製地形図には、図 1 に示したように、37 保に「上八股」、38 保に「下八股」とい
う記載がある。1947 年前後作製の地形図にも同様の記載があるが、「上八股」が「上九股」になっている。
上下の対であると思われる点、また「活水八股」「困水八股」という地名との関連性から、「上八股」が正










38 保の南側は、37 保と 36 保に隣接し、さらに 35 保へと連なる。1932 年製の地形図を
見ると、この三保は、38 保に比べて、堤防の数も多く、その総延長も長い。38 保は 1947
年時点でも、まだ堤防で完全に囲まれていなかったが、この三保は 1932 年時点でも、長江
本流沿いや夾江沿いに堤防があり、基本的には堤防で囲まれている。堤防付近は耕地である
が、堤防から離れた洲の中心部には、まだ広大な荒地が残っている。また 35 保と 36 保の
境界付近には、小さな水面が多数残っている。他方、1947 年の地形図では、耕地の増加が
顕著である。特に 37 保の場合、荒地のほとんどが消滅しているほど劇的である（その要因
は後述する）。35 保と 36 保でも荒地が残っていた箇所の大部分が耕地に変わっている。ま
た 35 保と 36 保の境界付近にあった多数の小さな水面のうち、半分ほどは消滅して荒地に
変わっている。 
以上から、約 15 年の間に、江心洲の開発が進んだことが読み取れる。特に 37 保および
35 保・36 保における耕地化の進展は顕著である。38 保でも開発が進んでいるが、開発進



















 1947 年秋、南京市標準地価評議委員会第 8 次会議での評議を経て、第 103 市政会議（1947
年 10 月～11 月頃開催）は「南京市江定郷扶植自耕農実験区標準地価表」を決定した。決定
された江心洲の毎畝の標準地価は、①宅地・場地 50 万元、②上則農地 40 万元、③池塘・



























                                                  
15 『南京市政府公報』3 巻 9 期（1947 年 11 月 15 日）「標準地価続有評定」。 
16 『南京市政府公報』3 巻 2 期（1947 年 7 月 31 日）「江心洲扶植自耕農工作近況」。 
17 1948 年 9 月の統計（本ニューズレター所収「江心洲地籍図をどう読むか」表 3）では、34 保の溝渠の
面積は 5 畝余りであり、他の四保がいずれも 100 畝以上であるのと好対照である。これは 34 保の地勢が
相対的に高く、排水路の必要があまりないことと関係しよう。 
18 水田がない理由は、2006 年 12 月の江心洲実地調査で判明した。「2006 年南京市江心洲調査報告」（本
ニューズレター所収）参照。 
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江心洲の場合、特に 37 保と 38 保において、一箇所に集中的に所有するタイプの大土地
所有者（ここでは業権＝田底権の保有者19）が存在することがわかる。最初の事例として、
最下流部に位置し、開発が最も遅い第 38 保をとりあげよう。38 保公佈図のデータを集計す
ると、38 保の総筆数は 651 筆、総面積は 5,794 畝である20。地割りを見ると、一筆の長辺
が長江本流側から夾江側まで、長さ 1km 以上にわたる細長い土地が多数ある。このうち、
広大な面積の所有者たちの土地所有について集計したものが表 1 で、その土地の所在の概
略図が図 3 である。 
 
表１ 38 保における大土地所有（面積単位は畝） 
 所有者名 筆数 面積 所有者名 筆数 面積 
 馬文藻 34 313 袁剣梅 24 121 
 馬綉章 27 180 袁月秋 15 63 
馬姓（合計） 61 493 袁永金 17 180 
 崇善堂① 29 164 袁姓（合計） 56 364 
 崇善堂② 49 352 秦仲懿 17 160 
崇善堂（合計） 78 516 田屏藩 14 166 
 費子清① 42 174 市有地 16 373 
 費子清② 31 171    
 呉天問と共同 32 189 出所：筆者作成 
費子清（合計） 105 534    
 
このうち崇善堂は、図 3 の「崇善堂①」と「崇善堂②」の箇所で計 78 筆、516 畝を所有
している。同様に、費子清は「費子清①」と「費子清②」で計 73 筆、345 畝を所有し、さ
らに費子清は、呉問天と共同で、「呉問天＆費子清」の箇所で 32 筆 189 畝を所有している
から、総計 105 筆、534 畝に関係している。また、馬文藻は 34 筆 313 畝、馬綉章は 27 筆
180 畝と、馬姓で計 61 筆、493 畝を所有している。袁姓は、袁剣梅と袁月秋が隣接する形
で一円的に所有し、さらに袁永金が 17 筆、180 畝を所有しており、袁姓の総計で 56 筆、
364 畝を有している。ほかに、秦仲懿・田屏藩21および市有地が広大な面積の土地を所有し
ている。以上、9 名＋2 団体（崇善堂と南京市市有地）で 347 筆 2,606 畝と、38 保の土地
の半分弱を所有している22。 
 37 保でも、一円的な大土地所有の存在が認められる。その一例を 37 保の長江本流沿いの
                                                  
19 業権を含む地権の種類については、「江心洲地籍図をどう読むか」（本ニューズレター所収）参照。 
20 地権の基本的登記を反映した統計では、38 保の総筆数は 651 筆で公佈図と相違がない。しかし総面積
は 6,580 畝であり、公佈図の 5,794 畝とかなり異なる（本ニューズレター所収「江心洲地籍図をどう読む
か」の表 3 参照）。その理由は今後の課題である。 
21 田屏藩は 38 保公佈図では「田東」となっていたが、《修正図》で「田屏藩」に訂正されている。 
22 この大土地所有の形態と、図１の 38 保に示した「下八股」という語から推測される「股」（株）による
土地所有のあり方とは密接な関係があると思われる。 
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区域（新たな土砂堆積により陸地化が進む場所）について図示したのが図 4 である。3 人の
大土地所有者と小土地所有者群との 4 区画にほぼ分かれていることがわかる23。 
 
（3）地形図と地籍図 
 さて、1947 年前後作製の南京市地形図と、1947～48 年作製の江心洲地籍図は、ほぼ同
じ時期に作製されている。そして 1947 年前後作製の地形図によれば、38 保にはまだ多く
の荒地が残っていた（図 2）。ところで、38 保公佈図のデータを集計すると、荒地の地目は













事例 1 朱応喜の宅地と耕作地 
朱応喜なる人物が 37 保公佈図の 4 筆に登場する。この 4 筆の所在を図 5 に、文字情報を
下に示そう。 
 
「99／宅地／朱応喜／0.160 畝」 「100／宅地／朱応喜／0.100」 「106／旱地／費子
卿／（佃 朱応喜）／16.000 畝」 「107／旱地／費子卿／（佃 朱応喜）／7.200 畝」 
 
すなわち、堤防上にある隣接する宅地 2 筆を所有し、宅地の目の前にある旱地 2 筆、計
23.2 畝（業権保有者はいずれも費子卿）を借地している25。この場合、朱応喜が所有する宅
                                                  
23 図 4 を見ると、この区域では大土地所有者たちが出資して堤防を建設し、その結果、このような明瞭な
区画をもつ土地所有になったと推測しがちである。しかし江心洲の場合は、堤防建設による開発と大土地
所有（1940 年代には所有権ではなく、田底権たる業権に転化している）とは、切り離して考えるべきこと
が判明した。「江心洲地籍図をどう読むか」（本ニューズレター所収）付録 2 参照。 
24 江心洲地籍図のように、「（佃 人名）」の記載があるものを利用すれば、一筆の耕地における経営耕作者
（自耕農の場合であれ、佃農の場合であれ）を確定するのは容易であると当初は考えたが、2006 年 12 月
の南京での档案調査の結果、やはり困難であることが判明した。この点については「江心洲地籍図をどう
読むか」（本ニューズレター所収）参照。 







地 2 筆、計 23.2 畝を出租した地代だけでは、生計を立てるのに少ないと考えられることか
ら、朱自身が宅地に住み、旱地も経営耕作していたのではないかと思われる。 
事例 2 丁紹周の宅地と耕作地 
つぎに図 5 に登場する丁紹周なる人物の土地を検討しよう。丁の場合、宅地 2 筆、塘 2
筆、旱地 6 筆、計 10 筆のすべてを借地しているが、同時に佃権を有している。宅地 112 と
宅地 121 は近接している。また旱地 6 筆（ただし地番 94 と 124 は図 1 の右下の外部にあ







表 2 丁紹周の宅地と耕作地 
地番 地目 業権保有者 佃権保有者 面積 
94 旱地 費子卿 丁紹周 39.482
110 旱地 費子卿・馬士豪 丁紹周 11.72
111 塘 費子卿・馬士豪 丁紹周 1.2 
112 宅地 費子卿・馬士豪 丁紹周 2.84 
113 旱地 費子卿 丁紹周 18.46
119 旱地 馬士豪 丁紹周 2.8 
120 塘 馬士豪 丁紹周 0.22 
121 宅地 馬士豪 丁紹周 0.84 
122 旱地 費子卿 丁紹周 5.48 
124 旱地 馬士豪 丁紹周 6.772
 
事例 3 汪国保の宅地と耕作地 
 つぎに汪国保という人物の土地について検討する。汪に関係する土地は全部で 8 筆、約
40 畝である。いずれも業権保有者が存在しており、汪は佃権保有者である（表 3、図 6、図
7）。これら 8 筆は 3 つの地片群に分けることができる。第一は宅地 798 とそれに近接する
旱地 795・796・799（計 21.5 畝）および塘 797 である。第二は旱地 854（5.1 畝）である
が、これは宅地 798 からの距離が約 360ｍであり、出向いて耕作可能な距離にある。第三
                                                                                                                                                  
か」参照）。なお、佃権保有者は江心洲に在住していると考えられる。 
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は旱地 52・53 の 2 筆（計 12 畝ほど）である。これは宅地 798 から、なんと 3.5ｋｍも離
れている。旱地 52・53 の 2 筆を汪国保が自ら経営耕作していたのか、それとも他人に出租




表 3 汪国保の宅地と耕作地 
地番 地目 業権保有者 佃権保有者 面積 
52 旱地 馬文藻 汪国保 5.952 
53 旱地 馬文藻 汪国保 5.9 
795 旱地 秦仲崑 汪国保 10.791
796 旱地 秦仲崑 汪国保 10.318
797 塘 秦仲崑 汪国保 0.362 
798 宅地 秦仲崑 汪国保 0.839 
799 旱地 秦仲崑 汪国保 0.402 












36 保《紙》の地番 252 には、「旱地／103 畝／劉永隆」と、また地番 254 にも「旱地／84 畝
／劉永隆」28とある。これは、劉永隆なる者が 103 畝と 84 畝の旱地 2 筆を所有しているこ
とを示す。しかし《修正図》では、地番 252 と 254 のいずれも 5 筆に分筆されている。地
番 254 の 5 筆のデータは次のようになっている。 
 
「旱／254／劉雲龍／16.740 畝」「旱／254-1／劉建平／16.750 畝」「旱／254-2／劉正
                                                  
26 本ニューズレター「2006 年南京市江心洲調査報告」採訪③、参照。 
27 なお図 6 に示したように、王克強という人物が宅地から 1.6km 離れた耕作地の佃権を有している。た
だしこの場合も、自ら経営耕作していたかどうかは、この資料だけでは判断できない。 
28 2 筆とも「（佃 人名）」欄は設けられていない。分筆後も同様である。 
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坤／16.740 畝」「旱／254-3／劉汪氏／16.740 畝」「旱／254-4／劉植如／16.980 畝」 
 
 254-3 の劉汪氏は、名前から、劉永隆の未亡人（出身は汪姓）と推測できる。他の劉姓四
人は劉永隆の息子であろう。5 筆各々の面積は 16.740 畝から 16.980 畝まであり、必ずしも
同じ面積ではないが、地勢の高低等による微差と考えることができよう。つまり 84 畝の土
地が、四人の息子と一人の未亡人とによって 5 筆に均分相続されたと解される。もう一つ
の地番 252 は次のように分筆されている。 
 
「旱／252／劉建平／20.680 畝」「旱／252-1／劉雲龍／20.780 畝」「旱／252-2／童劉
氏／20.660 畝」「旱／252-3／劉正坤／20.640 畝」「旱／252-4／劉植如／20.680 畝」 
 
 252-2 の童劉氏は、名前から、童姓に嫁いでいる劉永隆の娘と推測できる。他の劉姓四人
は地番 254 に登場した者たちである。この場合、103 畝の土地が四人の息子と一人の娘と
















                                                  
29 なお、未亡人の相続分 16.740 畝は、娘の相続分 20.660 畝より少ないが、その理由は未詳である。 
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図２ 2種の地形図
左は1932年作製、右は1947年ごろ作製の地形図。
緑色に塗った（ここでは色の濃い）部分は耕地、黄色に塗った（ここでは色
の薄い）部分は荒地。矢印は1932年には水面であったが、1947年ごろに
は蘆葦の茂る沼沢地に変わっている部分。
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